
　
中
小
企
業
の
賃
金
の
実
態
に
つ

い
て
は
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

が
少
な
く
、
基
準
に
す
る
も
の
が

な
く
て
困
っ
て
い
る
中
小
企
業
は

多
い
。
大
企
業
と
比
較
さ
れ
れ
ば

ど
う
し
て
も
見
劣
り
し
て
し
ま
う

賃
金
を
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
大
企
業
と
の
違
い
を
認

識
し
、
経
営
者
自
ら
が
納
得
で
き

る
制
度
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
東
京
都
が
従
業
員

人
〜
３
０

０
人
未
満
の
都
内
中
小
企
業
の
み

を
対
象
と
し
て
い
る
「
中
小
企
業

の
賃
金
・
退
職
金
事
情
（
２
０
１

４
年
度
版
）
」
に
よ
る
と
、

年

の
年
間
給
与
支
払
額
は
平
均
で
約

５
０
６
万
円
だ
っ
た
。
ま
た
「
週

休
２
日
制
を
実
施
し
て
い
る
」
企

業
が

％
、
「
賃
金
表
が
あ
る
」

は

％
、
「
前
年
に
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
実
施
し
た
」
は

％
、
「
賞

与
規
定
が
あ
る
」
は

％
と
い
う

調
査
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
企
業
の
場
合
、
長
時
間
労
働

の
削
減
、
育
児
・
介
護
休
暇
制
度

の
充
実
や
休
暇
取
得
の
促
進
な
ど

は
、
企
業
側
か
ら
の
強
い
要
請
に

よ
り
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
「
自
由
に
気
兼
ね
な
く
有

給
休
暇
や
育
児
休
暇
を
取
得
し
た

い
」
と
い
っ
た
従
業
員
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
は
現
実

的
に
は
な
か
な
か
難
し
い
。
だ
が

中
小
企
業
は
違
う
。
経
営
陣
が
決

断
を
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
可
能

と
な
る
。
従
業
員
一
人
一
人
の
事

情
を
考
慮
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
独
自
色

を
打
ち
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
Ｉ

Ｔ
業
界
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
よ

く
採
用
し
て
い
る
「
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
」
は
、
社
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
制
度
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。
会
社
が
大
き

く
成
長
し
上
場
す
れ
ば
多
額
の
報

酬
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
は
、
会
社
が
利
益
を
上
げ
れ

ば
決
算
賞
与
と
し
て
従
業
員
に
還

元
す
る
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。

　
会
社
が
利
益
を
上
げ
る
こ
と

と
、
高
い
給
与
水
準
を
維
持
す
る

こ
と
。
こ
の
相
反
す
る
課
題
を
克

服
す
る
こ
と
が
強
い
会
社
と
な
る

一
つ
の
条
件
だ
ろ
う
。

（
税
理
士
　
大
井
敏
生
）

中小企業の平均賃金（単位：円）

年７月の平均賃金
年の

年間給与所定時間内賃金
（うち通勤手当て）

所定時間
外賃金

全　体 ， （ ， ） ， ， ，

従
業
員

～ 人 ， （ ， ） ， ， ，

～ 人 ， （ ， ） ， ， ，

～ 人 ， （ ， ） ， ， ，

（注）「中小企業の賃金・退職金事情（ 年度版）」から 魅力的な賃金制度を

中小企業の人材確保　


